
認
知
症
に
関
す
る
出
前
講
座

　

市
内
の
団
体
を
対
象
に
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
出
前
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
認
知
症
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
予
防
講
座（
認
知
症

に
備
え
る
）

　
認
知
症
の
予
防
、
軽
度
認
知
障
害

や
認
知
症
の
症
状
へ
の
対
応
方
法
等

の
講
座
で
す
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

～
今
日
か
ら
私
も
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
！
～

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
応
援

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま

す
。

　
認
知
症
へ
の
関
心
と
正
し
い
理
解

を
深
め
る
必
要
性
を
伝
え
る
た
め
、

認
知
症
基
本
法（
令
和
６
年
１
月
施

行
）に
、
９
月
は
認
知
症
月
間
、
９

月
21
日
は
認
知
症
の
日（
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
）と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る

病
気

　

国
の
推
計
値
で
は
、
２
０
４
０
年

に
は
高
齢
者
の
約
７
人
に
１
人
、

２
０
６
０
年
に
は
約
６
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
※
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）の

人
も
合
わ
せ
る
と
２
０
６
０
年
に
は

約
３
人
に
１
人
が
認
知
症
と
な
る
推

計
で
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
が「
自
分
ご
と
」と
し

て
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
も
、
本
人

の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た

環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
や
認

知
症
の
人
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●「
新
し
い
認
知
症
観
」へ

　
「
新
し
い
認
知
症
観
」と
は
、
認

知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く

な
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
っ

て
か
ら
も
、
一
人
一
人
が
個
人
と
し

て
で
き
る
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と
が

あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
仲
間
等

と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
希
望
を
持
っ

て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

認
知
症
の
人
を
支
え
る
対
象
と

し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
尊
厳
の
あ

る
人
と
し
て
捉

え
、
共
に
支
え

合
っ
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る

社
会
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

正
し
く
理
解
す
る

●
認
知
症
と
は
？

　
「
認
知
症
」と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
に
よ
り
、
脳
の
神
経
細
胞
の
働
き

が
徐
々
に
変
化
し
、
記
憶
力
や
判
断

力
な
ど
が
低
下
し
て
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
態
で
す
。

●
認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
で
す
！

　
認
知
症
は
、
時
間
と
と
も
に
症
状

が
進
行
す
る
病
気
で
す
。
早
期
に
発

見
し
て
、
認
知
症
の
状
態
に
応
じ
た

適
切
な
治
療
や
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
る

上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

　

特
に
、
※
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）の
段
階
で
発
見
で
き
れ
ば
、
生

活
改
善
や
薬
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、

認
知
症
に
な
る
こ
と
を
予
防
で
き
た

り
、
症
状
の
進
行
を
緩
や
か
に
し
ま

す
。※

軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

　

正
常
な
状
態
と
認
知
症
の
状
態
と

の
間
の
段
階
で
す
。
認
知
症
と
同
じ

よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支

障
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
分（
家
族
）が
認
知
症
か
も
し

れ
な
い
」「
最
近
も
の
忘
れ
が
ひ
ど

く
な
っ
て
き
た
」と
心
配
な
方
は
、

も
の
忘
れ
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
か
か
り
つ
け
医
で
簡
易
な
認
知

機
能
検
査
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

認
知
症
予
防
講
演
会

　
予
防
方
法
や
治
療
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
学
べ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。　

■
と
き 

９
月
19
日（
土
）14
時
～
16
時

■
と
こ
ろ 

赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー
ル　

中
ホ
ー
ル

■
演
題 

「
認
知
症
予
防
の
最
前
線
～

S
C
I
（
主
観
的
認
知
障
害
）と
Ｍ

Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知
障
害
）か
ら
の
予
防

～
」

■
講
師 

古
橋 

淳
夫
さ
ん（
医
療
法

人
古
橋
会
揖
保
川
病
院
理
事
長
・
院

長
）

■
定
員 

３
０
０
名（
申
し
込
み
不

要
）

■
参
加
費 

無
料

本
を
読
ん
で
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う

　

認
知
症
月
間
中
は
、
市
内
４
つ
の

図
書
館
で
、
認
知
症
に
関
す
る
本
の

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

地
域
で
見
守
り
支
え
合
う

た
つ
の
カ
フ
ェ
の
ご
利
用
を

　

本
市
の
認
知
症
カ
フ
ェ（
た
つ
の

カ
フ
ェ
）を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

た
つ
の
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
医
療
や
介
護
の
専
門

職
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る「
集
い
の
場
」

で
あ
り
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る「
地
域
の
居

場
所
」で
す
。
市
内
に
は
７
カ
所
の

認
知
症
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
店

　

高
齢
者
・
認
知
症
の
人
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
店
舗
と
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
在
籍
す
る
店
舗

を「
高
齢
者
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
店
」

と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
表
示
し
て
い
ま

す
。
令
和
８
年
９
月
現
在
１
０
３
店

舗
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

は
い
か
い
高
齢
者
等
見
守
り

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
認
知
症
等
で
自
宅
へ
の
帰
り
道
が

分
か
ら
な
い
等
、
行
方
不
明
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
人
の
事
前
登
録
に

よ
り
、
万
が
一
行
方
不
明
と
な
っ
た

場
合
の
早
期
発
見
と
保
護
を
図
り
ま

す
。「
見
守
り
Q
R
シ
ー
ル
」を
服
、

靴
、
鞄
等
に
貼
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ

か
ら
の
見
守
り
や
緊
急
時
の
連
絡
に

役
立
ち
ま
す
。

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
声
を

紹
介
し
ま
す

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
、

窓
口
で
の
相
談
や
自
宅
、
認
知
症
カ

フ
ェ
へ
の
訪
問
を
通
じ
て
お
聞
き
し

た
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
声

を
紹
介
し
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
を

　

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
認
知
機
能
チ 

ェ
ッ
ク
と
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
個

別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
認
知

機
能
を
振
り
返
る

機
会
に
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
課
は
、
認
知
症

の
相
談
窓
口
で
す
。
認
知
症
が
心

配
に
な
っ
た
と
き
の
受
診
先
や
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
な
ど
、
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員

（
保
健
師
、
看
護
師
）

が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
が
、
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と

や
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
こ
の
よ

う
な
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
を
話
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
課
（
☎
64
・
３
１ 

２
５
、
Fax

63
・
０
８
６
３
）

も
の
忘
れ
検
診
の

詳
細
は
こ
ち
ら

認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク

の
詳
細
は
こ
ち
ら

受講後にはサポーターの証
オレンジリングを配布します

こののぼりが
目印です

このステッカーが目印です

やっぱり家が一番。
何十年も暮らしてきたこ
の家で、暮らし続けたい。
もの忘れはあるけど畑し
たり花を育てたり忙しい
んやで。

認知症カフェに来て
良 かった。ホッとす
る。続けて来たい。
ゆったり過ごせる。

認知症になって困って
いるのは本人やと思う。
失敗してもな、「ドンマ
イ！」と声を掛け合って
いこう！

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
店
舗

等
に
お
い
て
声
か
け
や
買
い
物
な

ど
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、
無

人
レ
ジ
や
支
払
い
等
で
外
出
を
不

安
に
思
い
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
る
高
齢
者
や
認
知
症
の
人
の
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

見守りQRシール

二次元コードを読み取ると、地域包括支援課、
たつの警察署の電話番号が表示されます。

登録番号

たつのカフェ一覧表
９
月
は
認
知
症
月
間　

９
月
21
日
は
認
知
症
の
日
（
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
）

特 
集 
認
知
症
、
み
ん
な
が
当
事
者
で
す
。

～
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
私
た
ち
み
ん
な
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
た
つ
の
市
」
へ
～

おれんじ倶楽部
場 所 龍野町本町47 NPO法人播磨オレンジパートナー
日 時 要問い合わせ
問い合わせ 090-7285-3867（丸尾）

たつの
認知症ゼミナール

場 所 龍野町富永1439 ガレリア アーツ&ティー
日 時 毎月第2土曜日 10時～11時30分
問い合わせ 090-7285-3867（丸尾）

愛ランド相談カフェ
場 所 新宮町中野庄80 愛ランド
日 時 毎週木曜日 10時～12時
問い合わせ 76-2686（武内）

あっとほ～む
場 所 揖西町北山480-1 （株）グリーンファーム揖西
日 時 毎週火·金曜日 13時30分～15時30分
問い合わせ 090-5166-0313（岡本）

ほっとカフェ
輪（りん）りん

場 所 新宮町平野111-1 新宮ふれあい福祉会館
日 時 毎月第2金曜日 9時30分～12時
問い合わせ 75-5500（西垣）

コミュニティカフェ
「田舎の家」

場 所 揖保川町野田334 サロン「田舎の家」
日 時 毎月第 1～4 月曜日 9時～14時
問い合わせ 090-8126-5613（満田）

きりかぶカフェ
（若年性認知症交流会）

場 所 龍野町富永1005-1 たつの市福祉会館
日 時 毎月第4木曜日 13時30分～15時
問い合わせ 64-3125（地域包括支援課）
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